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令和２年度一般会計

支出総額 52億5721万円
（内 災害関連 13億9355万円）

収入総額 54億6649万円

令
和
２
年
度
決
算 

　
事
業
は
適
切
に
行
わ
れ
た
か
？②

保
育
園
支
援
事
業

２
３
７
万
８
千
円

㋑
０
〜
３
歳
ま
で
の

　
　

 

児
童
の
保
育
料
無
償
化

　

  

８
月
〜
３
月
の
８
か
月
間

㋺
副
食
費
支
払
い

　
　
　

 

該
当
児
童
の
無
償
化

①
子
育
て
応
援
事
業

２
７
４
万
９
千
円

　
子
育
て
応
援
支
援

（
０
才
〜
18
歳
ま
で
）

　
２
５
２
人×

１
万
円

　
　
　
　
　
（
ク
オ
カ
ー
ド
）

保
健
福
祉
課【
４
事
業
の
内
２
事
業
抜
粋
】

収入
[歳入]

その他
12億7437万円

村税
1億6324万円

村債
7億4765万円

県支出金
6億0500万円

国庫支出金
8億4763万円

地方交付税
18億2857万円

村債
7億4765万円

県支出金
6億0500万円

国庫支出金
8億4763万円

その他
12億7437万円

地方交付税
18億2857万円

◆簡易水道事業特別会計
歳入総額　1億1303万円

歳出総額　　  9591万円

◆国民健康保険事業特別会計
収入総額　3億5184万円

支出総額　3億0794万円

◆後期高齢者医療特別会計
収入総額　　  3822万円

支出総額　　  3779万円

令
和
２
年
度

新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
対
応

地
方
創
生
臨
時
交
付
金
事
業
は

何
に
使
わ
れ
た
の
か

　

受
け
入
れ
分
交
付
金
総
額

１
億
１
２
２
３
万
２
千
円

９
月
定
例
会

ト
ピ
ッ
ク
ス

①
広
報
車
１
台（
Ｅ
Ｖ
車
）

及
び
充
電
ス
タ
ン
ド２式

購
入

５
０
１
万
円

　

新
し
い
生
活
様
式
啓
発
の

為
の
広
報
車
と
し
て
活
用

②
配
布
物
自
動
包
装
機

 

１
台
購
入

６５
万
円

　

感
染
防
止
の
た
め
、
配
布

物
の
自
動
袋
詰
化
支
援
の
為

総
務
課【
６
事
業
の
内
２
事
業
抜
粋
】広報車

その他
13億7967万円

村債
6億4029万円

地方交付税
14億5088万円

その他
13億7967万円

村税
1億5890万円

村債
6億4029万円

県支出金
3億3267万円

国庫支出金
2億3295万円

地方交付税
14億5088万円

当初予算
歳入

議会費
4379万円

その他
5217万円公債費

2億6910万円

災害復旧費
14億0939万円

総務費
14億6055万円

民生費
6億7336万円

保健衛生費
1億6793万円

商工費
1億1051万円

土木費
5億6973万円

消防費
1億4003万円

教育費
1億1653万円

農林水産費
2億4407万円

支出
[歳出]

議会費
4697万円

その他
3851万円

公債費
2億6980万円

商工費
1億3291万円

土木費
5億4017万円

消防費
9407万円

教育費
1億1969万円

農林水産費
3億0060万円

災害復旧費
7億6796万円

総務費
11億6920万円

民生費
5億1354万円

保健衛生費
2億0192万円

災害復旧費
7億6796万円

総務費
11億6920万円

民生費
5億1354万円

保健衛生費
2億0192万円

当初予算
歳出



①
地
域
の
生
活
支
援
事
業

(

移
動
ス
ー
パ
ー)

38
万
６
千
円

買
い
物
に
不
便
を
感
じ
て
い
る
方

へ
の
支
援
の
為
の
実
証
実
験

②
美
し
い
村
維
持
事
業

２
８
１
万
４
千
円

乗
用
草
刈
機
１
台

歩
行
式
草
刈
機
１
台

ブ
ラ
シ
式
除
草
機
１
台

※

貸
出
は
団
体
に
限
る
。

①
特
別
定
額
給
付
金（

事
業
者
版)

１
３
７
０
万
円

村
内
に
居
住
す
る
事
業
者
ま
た
は

農
業
者
に
一
律
10
万
円
支
給

主
な
収
入
が
事
業
収
入
の
事
業
者

を
対
象
【
法
人
・
個
人
（
農
業
者

含
）
】

②
小
石
原
焼
福
袋

７
７
０
万
円

陶
器
代
１
万
１
千
円
の
７
割
助
成

７
７
０
０
円×

１
０
０
０
袋

③
飲
食
店
支
援
事
業

１
０
１
万
４
千
円

売
り
上
げ
が
大
幅
に
減
少
し
て
い

る
飲
食
業
等
を
応
援
す
る
為
、
小

石
原
焼
福
袋
に
１
０
０
０
円
の
食

事
券
を
付
与
（
村
内
全
飲
食
店
共

通
利
用
）

企
画
政
策
課

【
４
事
業
の
内

　
　
２
事
業
抜
粋
】

農
林
観
光
課

【
10
事
業
の
内

　
　
３
事
業
抜
粋
】

①
家
庭
学
習
支
援
事
業

１
６
４
万
２
千
円

遠
隔
・
オ
ン
ラ
イ
ン
学
習
の
環
境

整
備
の
為
、
学
習
用
タ
ブ
レ
ッ
ト

30
台
・
モ
バ
イ
ル
ル
ー
タ
ー
14
台

購
入

②
ス
ク
ー
ル
バ
ス
輸
送
能
力

増
強
事
業

８
２
２
万
８
千
円

密
集
を
避
け
る
た
め
中
型
29
人
乗

り
バ
ス
１
台
購
入

③
学
園
ち
ゃ
ん
ね
る
支
援
事
業

１
９
０
万
１
千
円

児
童
生
徒
に
向
け
た
授
業
動
画
制

作
、
配
信
を
行
う
た
め
の
機
材
等

導
入

動
画
制
作
編
集
用
パ
ソ
コ
ン

動
画
制
作
の
機
材

動
画
サ
イ
ト
制
作
費
・
Ｈ
Ｐ
作
成

制
作
動
画
の
Ｄ
Ｖ
Ｄ
作
成
及
び
各

児
童
生
徒
に
配
布

教
育
課

【
５
事
業
の
内

　
　
３
事
業
抜
粋
】

移動スーパー

①
特
別
定
額
給
付
金１

０
０
万
円

令
和
２
年
４
月
28
日
〜
令
和
３
年

３
月
31
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
子
対

象
者
10
名

住
民
税
務
課

スクールバス

補正予算　小石原診療所費（42万円）

オンライン資格確認システム導入費
 国では、医療機関・薬局の窓口で患者の直近の資格情報等（医療保険や自己負担限度額）
を確認することや、より良い医療を受けられる環境を作るため、マイナンバーカードを保
険証として利用するオンライン資格確認システムにての導入を進めています。
 小石原診療所においても、マイナンバーカードで健康保険証として使用できるようにす
るための事業費です。 （令和4年4月1日より導入予定）

・保険者が変更になっても、新しい健康保険証発行を待たず
　に医療機関の受診ができる
・限度額認定証の申請が不要になり、限度額以上の医療費を
　窓口で支払う必要がなくなる。

注意
マイナンバーカードを発行をする必要があります。
マイナンバーカードを健康保険証として利用するためには、マイ
ナポータル※で保険証利用の申し込みをすることが必要です。
（※マイナポータルとは・・・政府が運営する子育てや介護をはじ
めとする、行政手続の検索やオンライン申請がワンストップでで
きたり、行政機関からのお知らせを受け取れたりする、自分専用
のサイトです。)
(東峰村でのマイナンバーカードの交付率は、438件で約22％)

患者のメリット

※イメージ



一 般 質 問

一般質問とは・・・
　議員が、村の行財政全般にわたって執行機関に疑問点を投げかけ、自治体とし
ての考えを求めるものです。1年に4回ある定例会にて行うことができ、質問と答弁
を合わせて1人60分の時間制限の中で行われます。また、東峰村議会では事前に
質問の概要を提出し、議会開会前に執行部は答弁の準備を行います。

ここが聞きたい！
令和３年東峰村議会第８回（９月）定例会　一般質問

第７回臨時会（８月）議決結果一覧表

議 案 一 覧
区
　
分

審
議
結
果

梶
原
伯
夫

梶
原
光
春

黒
川
隆
康

高
橋
弘
展

長
澤
貞
義

髙
倉
寛
視

大
蔵
久
徳

泉
　
　
守

伊
藤
　
均

賛成：○　反対：●　欠：－

髙倉議員の一般質問に関する調査特別委員会の設置に関する決議案の提出
について

可
決 ○ ○ ○ ●－ ● ○ ○ ○発 

議

決算審査特別委員会議決結果一覧表

令和２年度東峰村後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算の認定について認
定

令和２年度東峰村簡易水道事業特別会計歳入歳出決算の認定について認
定

令和２年度東峰村国民健康保険事業特別会計歳入歳出決算の認定について認
定

決
　
算

令和２年度東峰村一般会計歳入歳出決算の認定について認
定

議 案 一 覧
区
　
分

審
議
結
果

梶
原
伯
夫

梶
原
光
春

黒
川
隆
康

高
橋
弘
展

長
澤
貞
義

髙
倉
寛
視

泉
　
　
守

佐
々
木 

紀
嘉

賛成：○　反対：●　欠：－

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○

第８回定例会（９月）議決結果一覧表

議 案 一 覧
区
　
分

審
議
結
果

梶
原
伯
夫

梶
原
光
春

黒
川
隆
康

高
橋
弘
展

長
澤
貞
義

髙
倉
寛
視

泉
　
　
守

伊
藤
　
均

令和２年度東峰村国民健康保険事業特別会計歳入歳出決算の認定について認
定

賛成：○　反対：●　欠：－

令和２年度東峰村簡易水道事業特別会計歳入歳出決算の認定について認
定

令和２年度東峰村後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算の認定について認
定

発 

議

決
　
　
　
算

計
画

補
正
予
算

「コロナ禍による厳しい財政状況に対処し地方税財源の充実を求める意見書」の
提出について

可
決

請
　
願

そ
の
他

動
　
議

「少人数学級推進などの定数改善」「義務教育費国庫負担制度２分の１復元」に
かかわる意見書の提出を求める請願書

可
決

「地方財政の充実・強化を求める意見書」の提出を求める請願書可
決

令和２年度東峰村一般会計・特別会計歳入歳出決算、決算審査特別委員会の設
置について

可
決

決算審査特別委員会の委員長・副委員長の選出について可
決

○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○

東峰村過疎地域持続的発展計画(案)について可
決

令和３年度東峰村一般会計歳入歳出補正予算（第3号）について可
決

令和３年度東峰村国民健康保険事業特別会計歳入歳出補正予算（第2号）について可
決

令和２年度東峰村一般会計歳入歳出決算の認定について認
定

令和２年度株式会社宝珠山ふるさと村決算状況報告報
告 報告議案のため採決は行いません

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○

質問順 質疑事項（色付きは記載事項）議員名 ページ

※前高橋議員、髙倉議員の一般質問は本人の申し出により掲載を見送っています。

村道の改修工事について
道の駅の前の道路の測量について
宝ヶ谷の梨園の隣接について

1 泉　守 P8

安心安全な村作りについて
スクールバス運行について
教育事務について

2 梶原　伯夫 P9

陶器コーディネーター事業について
学校教育について4 髙倉　寛視

基金の運用状況について5 長澤　貞義 P10

伊藤　均 ２９年以降の村政について
高齢者への生活支援について6 P11

高橋　弘展

集落の維持について
地域交通について
産業の承継について
村の未来戦略について

3



村
道
の
改
修
工
事
に
ミ
ス
が
あ
っ
た
の
で
は

建
設
水
道
課
長  

土
留
め
工
法
に
て
適
切
に
処
置
は
し
て
い
た

議
員　

村
道
、
町
・
芝
峠
線
の
擁
壁

は
補
修
工
事
が
完
了
し
て
、
あ
ま
り

長
く
は
経
っ
て
い
な
い
が
、
今
回
の

雨
で
地
滑
り
を
起
こ
し
て
い
る
。

　

設
計
に
ミ
ス
が
あ
っ
た
の
で
は
な

い
か
と
考
え
ら
れ
る
が
ど
う
か
。

建
設
水
道
課
長　
令
和
３
年
８
月
11

日
〜
14
日
の
雨
で
は
、
村
設
置
の
小

石
原
浄
水
場
の
雨
量
計
に
お
い
て
４

日
間
で
８
３
７
ミ
リ
を
記
録
す
る
な

ど
、
災
害
採
択
基
準
を
超
過
す
る
雨

で
あ
っ
た
た
め
、
法
面
の
崩
壊
が
生

じ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　

前
回
の
災
害
復
旧
工
事
は
、
土
砂

崩
壊
の
原
因
と
な
っ
た
浸
透
水
を
逃

が
す
た
め
に
、
か
ご
工
法
に
て
、
適

切
な
処
置
は
講
じ
て
い
た
と
考
え
て

い
る
。

道
の
駅
前
の
道
路
測
量
に
つ
い
て

議
員　

道
路
境
界
の
測
量
を
し
て
随

分
時
間
も
経
っ
て
い
る
が
、
村
道
横

の
土
地
が
字
図
上
で
は
村
と
な
っ
て

い
る
が
、
そ
の
土
地
は
ど
こ
の
所
有

財
産
に
な
る
の
か
。

建
設
水
道
課
長　

質
問
の
は
み
出
て

い
る
土
地
は
、
村
の
所
有
地
に
な
り

ま
す
。

議
員　

村
の
土
地
を
私
有
地
と
し
て

使
用
し
て
い
れ
ば
、
村
の
財
産
管
理

の
立
場
か
ら
撤
去
せ
よ
と
の
公
文
書

を
出
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

建
設
水
道
課
長　

現
時
点
で
は
、
道

路
改
良
を
踏
ま
え
て
協
議
を
進
め
て

い
く
事
が
重
要
で
は
な
い
か
と
考
え

て
い
る
。

宝
ヶ
谷
の
梨
園
付
近
の

　
　
　
　
　
　  

河
川
に
つ
い
て

議
員　

梨
園
に
隣
接
す
る
林
地
が
雨

が
多
い
時
に
は
山
崩
れ
が
発
生
し
て

い
る
。
早
急
に
工
事
は
出
来
な
い
の

か
。

災
害
対
策
室
長　

当
該
箇
所
は
上
流

部
か
ら
見
て
左
岸
側
が
梨
園
樹
園
地
、

右
岸
側
が
林
地
と
な
っ
て
い
る
。

　

左
岸
側
の
梨
園
側
に
つ
い
て
は
、

平
成
24
年
の
災
害
で
河
川
災
害
と
し

て
工
事
を
完
了
し
て
い
る
。

  

生
活
道
路
は
安
全
に
利
用
で
き
て
い
る
か

建
設
水
道
課
長  

危
険
個
所
は
適
時
対
策
を
実
施
し
て
い
る

議
員　

道
路
整
備
の
優
先
順
位
は
ど

う
し
て
い
る
か
。
又
、
地
区
内
の
生

活
道
路
は
安
全
に
利
用
で
き
て
い
る

と
思
う
か
。

建
設
水
道
課
長　

村
道
に
つ
い
て
は

危
険
な
個
所
か
ら
優
先
的
に
対
応
し

て
い
る
。

　

ま
た
、
通
行
上
支
障
が
あ
る
危
険

な
個
所
は
適
時
対
策
を
し
て
い
る
。

村
道
以
外
は
、
各
地
区
に
て
適
切
に

管
理
し
て
も
ら
っ
て
い
る
と
考
え
る
。

議
員　

鶴
地
区
だ
け
が
う
回
路
が
な

い
。
公
民
館
に
行
く
に
は
危
険
な
国

道
を
通
ら
ね
ば
な
ら
な
い
。
村
道
久

毛
線
と
農
道
大
木
線
を
繋
ぐ
こ
と
は

出
来
な
い
か
。
ま
た
里
道
の
整
備
は

出
来
な
い
か
。

建
設
水
道
課
長　

歩
道
設
置
に
つ
い

て
は
各
機
関
に
要
望
し
続
け
る
。
里

道
整
備
に
つ
い
て
は
村
の
補
助
制
度

を
活
用
で
き
る
の
で
、
適
時
相
談
を

し
て
い
た
だ
き
た
い
。

村
長　

地
域
共
同
の
村
づ
く
り
基
金

等
利
用
す
る
と
か
、
道
路
基
盤
整
備

事
業
補
助
金
の
材
料
支
給
も
あ
る
。

そ
れ
ら
を
利
用
し
て
整
備
を
す
る
と

か
、
役
場
と
協
議
を
し
て
も
ら
い
整

備
を
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

新
旧
教
育
長
の
引
継
ぎ
に
つ
い
て

議
員　

佐
々
木
前
教
育
長
と
連
絡
が

取
れ
な
い
と
聞
い
た
が
本
当
か
。

教
育
長　

連
絡
も
だ
が
引
継
ぎ
は
出

来
て
い
な
い
。
今
ま
で
の
経
緯
を
い

ろ
ん
な
方
、
前
の
校
長
と
か
に
伺
い

な
が
ら
自
分
な
り
に
や
っ
て
い
る
。

議
員　

い
ま
だ
連
絡
が
取
れ
ず
、
引

継
ぎ
も
で
き
て
い
な
い
こ
と
は
異
常

事
態
だ
。
教
育
行
政
は
村
の
宝
で
あ

る
子
供
た
ち
に
か
か
わ
る
大
事
な
こ

と
だ
と
思
う
。
佐
々
木
前
教
育
長
は

令
和
２
年
５
月
26
日
の
臨
時
議
会
で

長
澤
議
員
の
質
問
に
対
し
て
、
色
々

な
問
題
が
あ
る
の
で
引
継
ぎ
は
し
た

い
と
答
弁
を
し
て
い
る
。
な
ら
ば
責

任
感
の
無
い
行
為
だ
と
思
う
。
服
務

規
定
等
も
あ
り
引
継
ぎ
は
し
な
く
て

は
な
ら
な
い
の
に
、
佐
々
木
前
教
育

長
と
連
絡
が
取
れ
ず
に
事
務
引
継
ぎ

が
出
来
て
い
な
い
。
縄
田
教
育
長
だ

か
ら
滞
り
な
く
行
っ
て
い
る
が
、
こ

の
異
常
事
態
を
い
か
が
考
え
る
か
。

村
長　

引
継
ぎ
は
必
ず
や
ら
ね
ば
持

続
性
と
い
う
の
が
出
来
な
い
と
思
っ

て
い
る
。
前
任
者
の
や
り
た
い
こ
と

等
引
き
継
が
ね
ば
な
ら
な
い
、
い
ま

だ
出
来
て
い
な
い
と
い
う
事
は
教
育

長
と
再
度
協
議
を
し
て
い
く
。

ここが聞きたい！ここが聞きたい！

道の駅前の道路

梨園付近河川の流木

地区内の生活道路

29
年
の
災
害
で
、
大
肥
側
と
の
合
流

部
に
流
木
等
が
詰
ま
っ
た
の
で
撤
去

し
ま
し
た
。

　

ご
指
摘
の
と
お
り
、
中
流
部
辺
り

で
右
岸
側
の
林
地
が
２
ヶ
所
ほ
ど
崩

落
が
発
生
し
て
お
り
、
土
砂
と
か
流

木
が
堆
積
し
て
い
る
が
、
河
川
を
閉

塞
す
る
ま
で
は
至
っ
て
い
な
い
の
で
、

今
後
も
注
意
深
く
経
緯
を
観
察
し
て

い
き
た
い
と
思
っ
て
い
る
。

泉　　守 議 員
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ここが聞きたい！ここが聞きたい！

ユ
ー
ロ
円
債
の
裁
判
費
用
を
請
求
し
な
い
の
か

村
長   

訴
訟
費
用
は
一
般
的
に
請
求
し
て
い
な
い

議
員　

ユ
ー
ロ
円
債
の
運
用
に
対
す

る
住
民
訴
訟
で
３
名
の
住
民
か
ら
裁

判
が
起
こ
さ
れ
た
が
、
こ
の
無
駄
な

裁
判
に
よ
っ
て
村
は
１
２
９
万
円
支

出
し
て
い
る
が
、
３
名
の
原
告
に
弁

護
士
費
用
を
請
求
し
、
高
齢
者
福
祉

に
利
用
す
る
の
が
住
民
の
願
い
に
沿

う
も
の
で
あ
り
、
今
後
こ
の
よ
う
な

意
味
の
な
い
裁
判
を
抑
止
す
る
効
果

も
あ
り
、
ま
た
、
訴
え
ら
れ
た
当
時

の
髙
倉
村
長
と
井
上
副
村
長
の
名
誉

を
回
復
し
、
人
権
を
尊
重
す
る
村
づ

く
り
を
推
進
す
る
こ
と
に
な
る
の
で

は
な
い
か
。

村
長　

裁
判
費
用
は
弁
護
士
費
用
と

訴
訟
の
費
用
と
に
わ
け
ら
れ
、
弁
護

士
費
用
に
つ
い
て
は
負
担
の
対
象
に

な
ら
な
い
と
い
う
回
答
を
得
て
い
る
。

議
員　

ユ
ー
ロ
円
債
、
い
わ
ゆ
る
仕

組
み
債
は
ノ
ル
ウ
ェ
ー
地
方
金
融
公

社
の
３
億
円
、
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
地
方

金
融
公
社
の
５
億
円
、
合
計
８
億
円

が
運
用
さ
れ
平
成
26
年
の
９
月
に
元

金
８
億
円
が
償
還
さ
れ
約
６
３
０
０

万
円
の
運
用
益
が
村
に
入
り
ま
し
た
。

　

当
時
は
近
隣
の
筑
前
町
や
飯
塚
市

等
か
な
り
の
自
治
体
も
運
用
し
て
お

り
、
そ
れ
ぞ
れ
運
用
益
が
入
っ
た
と

聞
い
て
い
ま
す
。

　

澁
谷
村
長
が
運
用
し
て
き
た
国
債

や
地
方
債
は
お
な
じ
７
年
間
で
約
２

４
０
０
万
円
の
運
用
益
で
す
。
ユ
ー

ロ
円
債
の
運
用
益
が
２
・
５
倍
以
上

あ
っ
た
の
で
す
。
村
長
に
な
ら
れ
て

８
年
経
過
し
ま
し
た
が
ユ
ー
ロ
円
債

に
対
す
る
現
在
の
考
え
を
伺
う
。

日
田
彦
山
線
の
復
興
施
策
の
考
え
方
は

村
長   

振
興
基
金
の
有
効
利
用
を
模
索
し
て
い
く

議
員　

村
長
は
10
月
の
村
長
選
挙
に

は
出
馬
し
な
い
と
の
こ
と
だ
が
、
Ｊ

Ｒ
日
田
彦
山
線
沿
線
地
域
の
活
性
化

を
図
る
た
め
の
福
岡
県
が
創
出
し
た
、

10
億
円
の
振
興
基
金
で
の
振
興
策
は

今
後
ど
う
な
る
の
か
。

村
長　

今
年
度
に
お
い
て
は
、
県
で

は
10
億
円
の
利
息
分
で
の
運
用
を
計

画
し
て
い
る
。
東
峰
村
は
日
田
彦
山

線
沿
線
地
域
の
活
性
化
す
る
た
め
に
、

基
金
を
い
か
に
有
効
に
活
用
す
る
か

を
今
後
進
め
て
い
く
。

議
員　

10
億
円
の
基
金
は
、
添
田
町

と
東
峰
村
の
振
興
の
た
め
の
基
金
だ

が
活
用
期
限
は
あ
る
の
か
。

村
長　

公
金
は
あ
く
ま
で
も
安
全
、

元
本
保
証
、
そ
う
い
っ
た
運
用
の
仕

方
を
し
て
い
か
ね
ば
な
ら
な
い
と
い

う
こ
と
で
、
運
用
指
針
の
改
定
等
を

行
っ
て
い
る
。

議
員　

議
会
に
配
布
さ
れ
て
い
る
決

算
書
に
は
、
基
金
の
前
年
度
末
残
高
、

決
算
年
度
中
増
減
額
、
決
算
年
度
末

現
在
高
は
一
覧
と
し
て
記
載
さ
れ
て

い
る
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
基
金
を
ど
の

よ
う
に
運
用
し
て
い
る
の
か
は
わ
か

ら
な
い
。

　

基
金
が
運
用
し
て
い
る
債
券
や
預

金
の
種
類
、
利
率
、
運
用
実
績
、
及

び
活
用
状
況
を
村
民
に
報
告
す
る
の

が
村
政
の
基
本
だ
と
思
う
が
、
ぜ
ひ

基
金
の
運
用
状
況
等
を
議
会
に
説
明

し
て
も
ら
い
、
村
民
の
皆
さ
ま
に
情

報
提
供
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

村
長　

議
会
の
皆
さ
ま
方
か
ら
の
要

望
で
あ
れ
ば
、
開
示
を
さ
せ
て
い
た

だ
き
た
い
。

村
長　
沿
線
の
振
興
策
に
つ
い
て
は
、

具
体
的
な
考
え
を
含
め
て
引
き
継
ぎ

は
行
う
。
基
金
の
期
限
の
考
え
方
は
、

県
の
基
金
で
あ
る
の
で
わ
か
ら
な
い

が
、
添
田
町
と
も
協
議
を
し
な
が
ら

短
期
間
に
投
資
し
て
、
一
日
も
早
く

達
成
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

ま
た
、
基
金
を
い
か
に
有
効
利
用
し

て
村
の
活
性
化
を
図
る
か
を
模
索
し

て
い
く
。

地
域
交
通
政
策
に
つ
い
て

議
員　

地
域
交
通
政
策
の
中
で
、
デ

マ
ン
ド
バ
ス
・
地
域
巡
回
バ
ス
等
が

あ
る
が
、
地
域
交
通
施
策
の
基
本
的

考
え
方
は
ど
う
か
。

村
長　

ス
マ
ホ
等
を
使
っ
た
利
用
や

脱
炭
素
の
こ
と
も
考
慮
し
な
が
ら
、

利
用
者
の
皆
さ
ん
が
利
用
し
や
す
い

地
域
交
通
・
費
用
の
か
か
ら
な
い
地

域
交
通
が
重
要
だ
と
考
え
て
い
る
。

ま
た
、
日
田
彦
山
線
、
西
鉄
バ
ス
と

の
連
携
も
考
慮
し
な
が
ら
村
民
が
利

用
し
や
す
い
地
域
交
通
を
実
現
し
て

い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
っ
て

い
る
。

高
齢
者
へ
の

　
　
　
　
生
活
支
援
に
つ
い
て

議
員　

高
齢
者
へ
の
ご
み
出
し
支
援

事
業
で
の
予
算
執
行
状
況
は
。

住
民
税
務
課
長　

平
成
28
年
か
ら
募

集
を
行
っ
て
き
た
が
、
現
在
ま
で
応

募
は
な
い
。

議
員　
高
齢
者
の
生
活
支
援
に
お
い

て
、
可
燃
物
の
ご
み
出
し
支
援
の

申
請
者
が
な
い
と
の
こ
と
だ
が
、

資
源
ご
み
回
収
に
お
い
て
も
手
助

け
が
必
要
な
高
齢
者
が
増
え
て
き

て
い
る
と
思
う
が
、
支
援
策
は
検

討
で
き
な
い
か
。

村
長　
ゴ
ミ
出
し
支
援
に
つ
い
て
は
、

近
隣
の
方
が
手
伝
っ
て
い
る
か
ら
苦

情
が
来
て
い
な
い
の
だ
と
思
う
。
集

落
支
援
員
や
社
会
福
祉
協
議
会
の
生

活
応
援
事
業
で
、
現
在
支
援
を
行
っ

て
い
る
。
再
度
、
区
長
・
集
落
支
援

員
・
社
会
福
祉
協
議
会
と
連
絡
を
取

り
早
急
に
対
応
し
た
い
。
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鮮
や
か
に
実
っ
た
稲
の
取
入

れ
も
終
わ
り
一
段
落
。
今
年
の

出
来
は
如
何
だ
っ
た
で
し
ょ
う

か
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
と
の

戦
い
も
ま
だ
ま
だ
続
き
、
３
回

目
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
も
今
後
予

定
さ
れ
て
い
る
よ
う
で
す
。

　

10
月
の
補
欠
選
挙
で
議
会
も

新
し
く
２
名
の
議
員
も
加
わ
り

新
体
制
と
な
り
ま
す
が
、
こ
れ

ま
で
同
様
に
村
民
の
皆
さ
ん
と

共
に
よ
り
良
い
村
作
り
に
向
か

っ
て
、
努
力
し
て
ま
い
り
ま
す

の
で
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し

ま
す議

会
広
報
特
別
委
員

委
員
長

伊
藤 

均

副
委
員
長 

黒
川 

隆
康

委
　

員

泉　

守

　
　
　
　

梶
原 

光
春

　
　
　
　

梶
原 

伯
夫

発
行
責
任
者

議
　

長

佐
々
木 

紀
嘉

6
5
号

令
和
3
年
1
1
月
１
5
日
発
行

発
行
／
東
峰
村
議
会
　
編
集
／
議
会
広
報
特
別
委
員
会

〒８３８
―
１７９２

　
福
岡
県
朝
倉
郡
東
峰
村
大
字
宝
珠
山
６４２５
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７２
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編
集
後
記

小石原川ダムが完成しました
　小石原川ダムは、洪水被害の軽減、水道用水の供給、河川環境の保全や渇水対
策の水供給を目的として計画され、平成28年4月からダム本体工事に着手し令和
3年3月に完成しました。
　ダムはロックフィルダム型式で、九州最大の堤高139ｍを誇り、総貯水容量
4,000万㎥となっています。
　今後は、寺内ダム、江川ダム、小石原川ダムの3ダム（3つの湖）を活かした地域
活性化に向けた取り組みが期待されています。
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